平成22年度　第１回　木曽町地域公共交通協議会
議　事　録

日　時：平成22年６月22日(火)　14:00～16:00

会　場：木曽町役場　第一会議室
出席者：別紙の通り

議　題：
（１）平成21年度運行結果報告と平成22年度現況報告



　　　 　（２）平成22年度地域公共交通協議会事業計画案及び予算案について


（３）幹事会の設置について




（４）利用促進検討チーム（分科会）の設置について




（５）その他


議事内容：

(１)について

・配布資料に沿って、事務局より説明

・質疑応答については以下の通り
	青山委員
（福島住民代表）

原会長
小野委員
（木曽交通）
黒田委員
（三岳住民代表）

事務局

松原委員

（日義住民代表）

事務局

荒木委員

（日義住民代表）

事務局
	25pの月平均、日平均のデータがおかしい。２ヶ月の運行を12ヶ月分で割っていないか。ロープウェイ線、デマンドについては利用者数が落ちている。地区別の分析などが必要ではないか。

デマンドの利用者の落ち込みなど、個別に分析を進めてほしい。
デマンドの落ち込みは明らかである。進学したり、亡くなったり、入院したりする人がいて、その度に落ちていく感がある。マイカーからどれだけシフトさせるかが大きな課題である。
24pの収支支出のなかで、王滝村の負担金とあるが、これはどのようなものか。

これについては、木曽町の事業として王滝村内の運行を行っているもので、運賃はそのまま木曽町に入っているが、この他に村の住民生活の足を支えているということで負担金をもらっている。逆に上松町に対しては、板敷野など木曽町の南部を上松町のバスが走っているもので、逆の立場で、木曽町から負担金を支出している。
資料で利用者実数のデータは示されているが、データだけで、なぜ増加、減少したかという理由が記されていない。そのあたりも併せて出してほしい。

今後、そのようなデータを残していきたい。

運賃収入については、すべて一括ではなくて、地区や路線ごとの内訳を細かくだせないか。

現在、定期券は駅前や保健センターなど４箇所の窓口で販売しており、それぞれで集計している。箇所ごとの集計は可能であるが、本日は間に合っていない。今月中に提示する。




(２)について

・配布資料に沿って、事務局より説明

・質疑応答については以下の通り

	青山委員
（福島住民代表）

原会長
千村委員
（日義自治協）

事務局

青山委員
（福島住民代表）
事務局
本南委員

（観光協会）

原会長

一同
	30pに協議会運賃案を承認と書いてあるが、全会一致で承認したわけではないので申し添えておく。運賃改定については、改定による増額分を運行内容の充実にまわすなどすれば受け入れやすいと考えられる。そのあたりを連携して取り組んでいってほしい。

この件は分科会のほうでも取り組んでいってほしい。
すべての話は一体的に進めていくことが肝要である。
分科会ではできるだけ一緒に進めてほしい。委員全員での話は難しいが、うまく意見をもらって進めていきたい。

時刻表は観光協会とタイアップしてつくることができないか。
パンフレットに時刻表を入れるといっても、全部を収めるのはスペース的に難しい。部分的に載せるということであれば可能か。観光協会さんの見解も聞きたい。
予算と時間が厳しいが、検討してみたい。

観光協会のパンフレットとバスの時刻表では対象者も違うので、観光のパンフはある程度観光に特化して、バスという手段があるということだけはＰＲするようにしてほしい。マイ時刻表もやるとのことなので、そちらも併せ、分科会で吟味してほしい。
その他になければ、今年度の事業内容についてはこれでよろしいか。

異議なし。


・原案通り承認された。

(３)について

・幹事会のメンバーについて以下のとおり決定。

	事務局
	先に行った委員メンバー間の打合せで、次のとおり決めていただいたので発表する。
原会長（木曽町副町長）

樋口副会長（木曽福島地域協議会）
青山委員（木曽福島住民代表）

松原委員（日義地域住民代表）

中村委員（開田住民代表）

黒田委員（三岳住民代表）

おんたけタクシー(株)
木曽交通(株)
おんたけ交通(株)労働組合


 (４)について

・分科会については、利用促進分科会と運行内容・運賃検討分科会の２つを設置する。

・各分科会のメンバーについては、一般公募委員のほか、各地区の自治協議会から１名、その他に必要に応じて、社会福祉協議会などにも参画してもらうものとする。

・今月中に立候補を募って、メンバーを固めるものとする。

・その他、発言としては以下の通り。

	千村委員

（日義自治協）

	先ほどの議題のなかで、すべての分野について一体的に議論を進めるべきと言ったのは、分科会を１種類にまとめるということではなく、各テーマで話したことが最終的にひとつの方向性にまとまればという趣旨であるので、誤解のないよう申し添えておく。


(５)について

・その他の意見としては次の通り。

	荒木委員
（日義住民代表）

千村委員

（長野運輸支局）
得委員
（おんたけ交通）
荒木委員
（日義住民代表）

松原委員
（日義住民代表）
事務局

松原委員
（日義住民代表）
事務局

原会長


	バス停で以外での乗り降りというのは、可能にはならないのか。運輸支局の見解を聞きたい。
基本的にはバス停での乗降が原則である。
バス停以外のところでの乗降が発生すると、停車が多くなり時刻通りに走れなかったり、交通の流れを阻害し迷惑になるので、難しいというのが事業者としての見解である。

具体的には相撲場のところで支障がある。検討してほしい。

24pに車両購入費540万とあるが、これは毎年この額を積み立てて、ある時期に購入するということなのか。

これは平成21年度で新車のマイクロバスを１台購入した費用である。

収入が厳しいわけだが、木曽町のバスのサポーター制度などが導入できないか。千葉の銚子電鉄ではこれによって、かなり費用が賄われているようである。東京にいる木曽町出身者などに費用を出してくれるのではないか。

それからもうひとつ。バスの車両というのは、それほど競争がなく値引きが少ないはずなので、県がとりまとめて、長野県下の市町村で一括購入などができないものか。

サポーター制度的なものでふるさと納税もあり、こちらも進めている。

バス購入については、指名入札でやっており、それなりに競争した価格にはなっているが、県にも打診してみたい。

バス車両の件については、補助金が絡んだり、事務手続き的にいろいろあるので、現実的には難しいと思われる。


・今後のスケジュールなどについて確認
・原会長からの挨拶のあと、閉会

以　上
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